
「
子
」
と
い
え
ば
干
支
の
順
番
を
決
め
る
際
に
、

牛
の
背
中
に
乗
っ
て
移
動
し
、
最
後
に
飛
び
降
り

て
一
番
に
な
っ
た
ネ
ズ
ミ
の
逸
話
が
有
名
で
す
が
、

「
子
」
と
い
う
漢
字
に
は
も
と
も
と
命
の
芽
生
え

や
増
加
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ネ
ズ
ミ

は
、
日
本
を
平
定
さ
れ
た
大
国
主
神
を
助
け
た
神

使
で
、
子
孫
繁
栄
・
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
は
「
庚
子(

か
の
え
ね)

」
の
年
。
木

火
土
金
水
の
五
行
の
金
で
あ
る
庚
と
水
の
性
質
を

持
つ
子
は
互
い
が
相
乗
効
果
で
良
い
相
性
を
生
む

「
相
生
」
の
関
係
で
す
。

子
年
は
四
年
に
一
回
の
閏
年
で
も
あ
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
年
。
今
年
は
い
よ
い
よ
五
十

六
年
ぶ
り
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
年
に
つ
い
て

正
月
を
迎
え
て

令
和
二
年
庚
子(

か
の
え
ね)

年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
御
平
安
を
お
祈
り
申

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
上
皇
陛
下
の
御
譲
位
を
受
け
、
天
皇
陛
下
が
即
位
さ

れ
ま
し
た
。
十
月
二
十
二
日
に
世
界
各
国
・
地
域
・
機
関
の

代
表
や
国
内
各
界
の
代
表
約
二
千
人
が
参
列
す
る
中
、
天
皇

陛
下
が
即
位
を
宣
明
さ
れ
た
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
や
、
十

一
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
浄
闇
の
中
、
全
国
よ

り
選
ば
れ
た
斎
田
か
ら
採
れ
た
米
等
を
天
皇
陛
下
自
ら
お
供

え
さ
れ
る
「
大
嘗
祭
」
と
い
っ
た
即
位
に
か
か
わ
る
諸
行
事

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で
し
ょ
う
。
儀
式
そ
の

も
の
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
皇
位
継
承

の
諸
儀
式
は
神
々
の
時
代
の
精
神
が
息
づ
く
、
我
が
国
独
自

の
文
化
と
言
え
ま
す
。

本
年
は
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
て
初
め
て
新
た
な
一
年
を
迎

え
る
年
と
な
り
ま
す
が
、
四
月
に
は
皇
嗣
と
な
ら
れ
た
秋
篠

宮
殿
下
の
「
立
皇
嗣
の
礼
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
と
と
も

に
令
和
の
御
代
を
寿
い
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

境
外
社

櫻
井
子
安
神
社

社
報

上
代
郷
総
鎮
守

左
右
神
社

発
行

左
右
神
社

社
務
所

発
行
日

令
和
三
年
一
月
一
日



新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
年
の
幸
せ
と
実
り

を
も
た
ら
し
て
下
さ
る
歳
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
た

め
に
、
ま
ず
家
の
内
外
を
掃
除
す
る
「
煤
払
い
」
を

行
い
、
門
松
や
注
連
飾
り
等
の

正
月
飾
り
を
準
備
し
て
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
一
般
的
に
は
五
十

日
を
忌
中
と
し
て
故
人
を
偲
び
、
お
ま
つ
り
を
遠
慮

し
ま
す
が
、
忌
が
明
け
れ
ば
通
常
の
生
活
に
戻
り
ま

す
。
忌
の
期
間
が
正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
忌
が
明

け
て
か
ら
お
神
札
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
祓
と
は
記
紀
神
話
に
描
か
れ
る
伊
弉
諾
尊(

い
ざ

な
ぎ
の
み
こ
と)

の
禊
祓
を
起
源
と
し
、
知
ら
な
い

間
に
犯
し
た
罪
や
過
ち
心
身
の
穢
れ
、
災
い
を
祓
い

清
め
、
清
ら
か
で
正
常
な
姿
を
取
り
戻
す
た
め
の
お

祭
り
で
す
。
多
く
の
神
社
で
は
年
に
二
度
、
六
月
の

夏
越
の
祓
と
十
二
月
の
年
越
の
祓
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
祓
詞
を
唱
え
、
紙
を
人
の
形
に
切
っ
た
人
形(

ひ

と
が
た)

等
を
用
い
て
身
に
つ
い
た
穢
れ
を
祓
い
、

無
病
息
災
を
祈
る
た
め
、
茅
や
藁
を
束
ね
た
茅
の
輪

を
神
前
に
立
て
て
、
こ
れ
を
く
ぐ
り
ま
す
。

ご
家
庭
の
神
棚
に
、
お
伊
勢
さ
ま

と
氏
神
神
社
、
崇
敬
神
社
の
お
神

札
を
お
ま
つ
り
し
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
な

ど
、
ご
家
庭
で
大
き
な
出
来
事
が

あ
っ
た
際
に
は
、
報
告
し
、
新
た

に
迎
え
る
生
活
の
平
穏
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。

厄
年
の
年
齢
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
、
体
力
的
、
家

庭
環
境
的
、
或
は
対
社
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
転
機
を
迎
え
、

災
厄
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

厄
年
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
厄
祓
い
や
厄
除
け
の
ご
祈

願
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

令和2年 厄年表

男性

※

数
え
年
は
、
誕
生
日
前
の
場
合
は
２
歳
、
誕
生
日
を

迎
え
て
い
る
場
合
は
、
１
歳
を
足
し
て
計
算
し
ま
す
。

※

神
棚
の
ま
つ
り
方
に
つ
い
て
詳
し
く
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
か
ら

神
社
本
庁
Ｈ
Ｐ
へ

前厄 本厄 後厄

前厄 本厄 後厄

正
月
を
迎
え
る
準
備

忌
中(

き
ち
ゅ
う)

の
場
合

厄
年
に
つ
い
て

神
棚
の
お
ま
つ
り

大
祓
に
つ
い
て

女性

24歳
（平成9年生）

25歳
（平成8年生）

26歳
（平成7年生）

41歳
（昭和55年生）

42歳
（昭和54年生）

43歳
（昭和53年生）

60歳
（昭和36年生）

61歳
（昭和35年生）

62歳
（昭和34年生）

18歳
（平成15年生）

19歳
（平成14年生）

20歳
（平成13年生）

32歳
（昭和64年/平成元年生）

33歳
（昭和63年生）

34歳
（昭和62年生）

36歳
（昭和60年生）

37歳
（昭和59年生）

38歳
（昭和58年生）

家
内
安
全
・
身
上
安
全
・
商
売
繁
盛
・
初
宮
参
り
・
七
五

三
詣
・
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
・
交
通
安
全
・
縁
結
祈

願
・
子
授
祈
願
・
安
産
祈
願
・
厄
祓
い
・
病
気
平
癒
・
心

願
成
就
・
地
鎮
祭
・
竣
工
祭
・
自
動
車
清
祓
な
ど
様
々
な

ご
祈
願
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
神
さ
ま
に
近
い
場
所
で
、
願
意
を
届
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
祈
願
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
社
務
所
ま
で

連
絡
先

左
右
神
社
・
櫻
井
子
安
神
社

社
務
所

９
～
１
６
時

〒
２
８
９-

０
５
０
４

千
葉
県
旭
市
櫻
井
１
２
６
４

☎
０
４
７
９(

６
８)

３
３
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
受
付


